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日本CT検診学会学術集会 27回　:  2020.

芦澤和人: 教育講演１　孤立肺結節の鑑別診断とマネジメント. 日本CT検診学会学術集会 27回　:  2020.

芦澤和人: がん遺伝子パネル検査の実装～がんゲノム医療拠点病院の立場より～. CRCと臨床試験のあり方を考

える会議2020 in長崎 20回:  2020.

芦澤和人: 肺癌のCT診断の基本. 第61回日本肺癌学会学術集会 60(60): 50, 2020.

白石健悟, 千住博明, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 黒田揮志夫, 田畑

和宏, 迎　寛: シェーグレン症候群, 高ガンマグロブリン血症, アナフィラクトイド紫斑を合併した胸腺原発MALT
リンパ腫の1例. 第39回日本胸腺研究会 : 22, 2020.

梅山泰裕, 林　史子, 小野沙和奈, 行徳　宏, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 早田　宏, 迎　寛: 免疫

チェックポイント阻害薬投与後に甲状腺機能障害を認めた症例の後方視的検討. 第117回日本内科学会講演会 :
129, 2020.

道津洋介, 林　史子, 本田徳鷹, 須山隆之, 梅山泰裕, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 当科にお

ける高齢進行非小細胞肺癌患者に対する免疫チェックポイント阻害剤とプラチナ製剤併用療法の使用経験. 第30
回日本老年医学会九州地方会 : 129, 2020.

竹本真之輔, 林　史子, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 千住博明, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 長崎大学

病院呼吸器内科での肺悪性腫瘍症例の経気管支生検における腫瘍組織含有検体の割合に関する検討.  第43回日本

呼吸器内視鏡学術集会 :  2020.

黒瀬浩史, 大植祥弘, 唐崎隆弘, 福田正明, 木下明敏, 益田　武, 服部　登, 清水克彦, 中田昌男, 竹本真之輔, 山口博

之, 福田　実, 迎　寛, 小賀　徹, 岡　三喜男: 非小細胞肺がんの抗PD-1療法の効果を予測およびモニタリングする

バイオマーカー検査薬の開発. 第60回日本呼吸器学会学術講演会 : MS2, 2020.

福田　実, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 本田琢也, 本多功一, 石井浩

二, 土谷智史, 迎　寛, 芦澤和人: 呼吸器疾患に対する外来化学療法の現状. 第60回日本呼吸器学会学術講演会 :
161, 2020.
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須山隆之, 千住博明, 林　史子, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 当院における気管支

鏡後の肺化膿症・膿胸症例の検討. 第60回日本呼吸器学会学術講演会 : 191, 2020.

林　史子, 谷口寛和, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 小野沙和奈, 早田　宏, 福田　実, 迎　寛: 免疫チェックポイ

ント阻害薬投与後に生じた薬剤性肺障害の後方視的検討. 第60回日本呼吸器学会学術講演会 : 584, 2020.

土屋裕子, 山口博之, 和久田一茂, 福田　実, 釼持広知, 知花賢治, 三浦　理, 中川和彦, 山本信之, 杉尾賢二: 脳転移

（放射線未治療）のあるNSCLCに対するOsimertinibの第II相試験: OCEAN study. 第58回日本癌治療学会学術集会

: WS22-4, 2020.

福田　実,本田琢也,土屋暁美,本多功一,石井浩二,本田徳鷹,須山隆之,梅山泰裕,道津洋介,行徳宏,竹本真之輔,山口博

之,土谷智史,迎　寛,芦澤和人: 呼吸器系胸部腫瘍に対する外来薬物療法の動向. 日本癌治療学会学術集会抄録集

58回: O3-3, 2020.

小林和真, 福本将之, 井上悠介, 岡田怜美, 久芳さやか, 森田　道, 本田琢也, 福田　実, 小坂太一郎, 足立智彦, 伊藤

信一郎, 日高匡章, 金高賢悟, 江口 晋: 長崎における切除不能進行大腸癌に対するTFTD±Bevacizumabの有用性の検

討. 第58回日本癌治療学会学術集会 : O25-2, 2020.

小林和真, 岡田怜美, 福本将之, 井上悠介, 久芳さやか, 森田　道, 本田琢也, 福田　実, 小坂太一郎, 足立智彦, 伊藤

信一郎, 日高匡章, 金高賢悟, 江口 : RAS野生型進行大腸癌の一次治療にFOLFOXIRI±Bevacizumabを使うことは妥

当か？. 第58回日本癌治療学会学術集会 : O28-6, 2020.

福島光基, 竹本真之輔, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: PD-L1高発

現進行非小細胞肺癌におけるペムブロリズマブ単剤と複合免疫療法の効果に関する後方視的検討. 第61回日本肺

癌学会学術集会 : P2-14-39(D), 2020.

本田徳鷹, 竹本真之輔, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: EGFR遺伝子変異陽

性進行肺癌におけるEGFR-TKIの治療効果に関する後方視的検討. 第61回日本肺癌学会学術集会 : P2-16-94(D),
2020.

小笠原俊輔, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: ペムブ

ロリズマブ/プラチナ併用療法後に多彩な有害事象を認めた一例. 第61回日本肺癌学会学術集会 : P3-27-93(D),
2020.

福田大毅, 須山隆之, 小笹 睦, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛:  診断に苦慮

した右第1肋骨・右鎖骨・胸骨に浸潤するIgG4関連疾患の1例.  第85回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸

菌症学会・日本サルコイドーシス/肉芽種性疾患学会 九州支部秋季学術講演会 : 51, 2020.

伊藤健太郎, 和久田一茂, 山口博之, 釼持広知, 福田　実, 三浦　理, 知花賢治, 中川和彦, 山本信之, 杉尾賢二: 脳転

移（放射線未治療）のあるNSCLCに対するOsimertinibの第II相試験：OCEAN study (LOGIK1603/WJOG9116L). 第
61回日本肺癌学会学術集会 : O25-6, 2020.

福田　実, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 竹本真之輔, 山口博之, 本田琢也, 本多功一, 石井浩

二, 土谷智史, 芦澤和人, 迎　寛: アムルビシン単剤療法におけるG-CSF一次予防的投与の必要性. 第61回日本肺癌

学会学術集会 : O54-5, 2020.

行徳　宏, 嶋田　緑, 山口博之, 佐々木大介, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 谷口寛和, 千住博明, 賀来敬

仁, 竹本真之輔, 土谷智史, 福田　実, 早田　宏, 福岡順也, 永安　武, 柳原克紀, 迎　寛: 次世代シークエンサーを用

いた胸腺上皮系腫瘍の遺伝子異常の解析. 第61回日本肺癌学会学術集会 : O67-3, 2020.

黒瀬浩史, 山岡誉明, 福田　実, 福田正明, 木下明敏, 益田　武, 服部　登, 清水克彦, 中田昌男, 竹本真之輔, 山口博

之, 迎　寛, 小賀　徹, 岡　三喜男: 非小細胞肺がんの抗PD-1抗体療法の効果をモニタリングする血清バイオマー

カー. 第61回日本肺癌学会学術集会 : O75-5, 2020.

峯　慧輔, 行徳　宏, 田川隆太, 朝野寛視, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 由良博一, 武田和明, 竹本真之

輔, 三原　智, 山口博之, 長島聖二, 福田　実, 迎　寛: Goddard scoreを用いた気腫合併肺癌の解析. 第61回日本肺癌

学会学術集会 : P1-6-88(C), 2020.

佐藤和也, 本田徳鷹, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳　宏, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛:  Dabrafenib
Trametinib併用療法が奏効した高齢者のBRAF V600E遺伝子変異陽性肺癌の一例. 第61回日本肺癌学会学術集会 :
P1-7-109(D), 2020.
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原口雅史, 本田琢也, 三馬　聡, 宮明寿光, 中尾一彦: 当院における免疫チェックポイント阻害薬関連肝障害につい

ての検討. 第109回日本消化器内視鏡学会九州支部例会 :  2020.

鶴田展大, 三ツ木健二, 下川元継, 中澤潤一, 古賀風太, 上田裕二郎, 小森　梓, 有馬志穂, 深堀　理, 牧山明資, 田口

宏樹, 本田琢也,  澁木太郎, 大塚大河, 白川　剛: 切除不能膵癌におけるoriginal FOLFIRINOX(FFX)及びmodified
FFXの後方視的比較検討(英語). 第58回日本癌治療学会学術集会 :  2020.

森奈々，日野公貴，松廣幹雄，鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登，加藤勝也，岸本卓巳，芦澤和人: 3次元胸部CT画
像によるじん肺のコンピュータ診断支援システム.  電子情報通信学会技術研究報告医用画像 119(399): 1-3, 2020.

三浦史郎, 三原裕美, 梅崎　靖, 添田李子, 松岡優毅, 大坪智恵子,  白藤智之, 本田琢也, 伊東正博, 中島正洋: 大腸原

発の多発性PEComaの1例. 第109回日本病理学会総会 :  2020.

0 0 4 2 3 37

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

芦澤和人・教授
石綿読影の精度確保等調査業務　石綿読影
の精度確保等調査　委員

環境省

芦澤和人・教授 石綿確定診断等事業確定診断委員会　委員 厚生労働省

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

芦澤和人・教授
中央環境審議会石綿健康被害判定部会専門
委員

環境省

芦澤和人・教授 保健医療対策協議会がん対策部会　委員 長崎県

芦澤和人・教授
保健医療対策協議会がん対策部会　がん登
録委員会　委員

長崎県

芦澤和人・教授
大学改革推進事業がんプロフェッショナル
養成協議会コーディネーター

文部科学省

芦澤和人・教授 モンゴル放射線画像診断研修会 JICA

芦澤和人・教授 がん教育普及推進協議会　委員 長崎県

芦澤和人・教授
専門分野における質の高い看護師育成事業
検討委員会委員

長崎県

芦澤和人・教授
保健医療対策協議会がん対策部会　肺がん
委員会　委員

長崎県

芦澤和人・教授
保健医療対策協議会がん対策部会　緩和ケ
ア委員会　委員

長崎県

芦澤和人・教授 感染症診査協議会　委員 長崎県西彼保健所

芦澤和人・教授 評議員 日本肺癌学会

芦澤和人・教授 長崎県がん診療連携協議会事務局長 長崎県

芦澤和人・教授 がん検診委員会　委員 長崎市医師会
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芦澤和人・教授 ガイドライン検討委員会　委員 日本肺癌学会

芦澤和人・教授 胸膜中皮腫小委員会　委員 日本肺癌学会

芦澤和人・教授 画像診断委員会　委員 日本肺癌学会

芦澤和人・教授 肺がん検診委員会　委員 日本肺癌学会

芦澤和人・教授 肺癌診断基準部会　委員 日本CT検診学会

芦澤和人・教授 ガイドライン委員会　委員 日本CT検診学会

芦澤和人・教授 評議員 日本肺癌学会九州支部会

芦澤和人・教授 理事 日本CT検診学会

芦澤和人・教授 画像診断ガイドライン委員会　委員 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 編集委員会　委員 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 代議員 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 教育委員会　委員 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 世話人 日本医学放射線学会九州地方会

芦澤和人・教授 副代表幹事 日本医学放射線学会胸部放射線研究会

芦澤和人・教授 診療・ガイドライン委員会 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 画像適正使用委員会委員 日本医学放射線学会

芦澤和人・教授 理事 石綿・中皮腫学会

芦澤和人・教授
がん診療連携・認定ネットワークナビゲー
タ―委員会　専門委員

日本癌治療学会

芦澤和人・教授 理事 日本放射線科専門医会

芦澤和人・教授 世話人 福岡胸部放射線研究会

福田　実・准教授 ネットワークあり方検討小委員会　委員 一般社団法人　禁煙推進学術ネットワーク

福田　実・准教授
禁煙治療に関する小委員会(医科ワーキング
グループ) 　委員

一般社団法人　禁煙推進学術ネットワーク

福田　実・准教授 プロトコール委員会副委員長 九州肺癌研究機構

福田　実・准教授 禁煙推進学術ネットワーク理事 一般社団法人　禁煙推進学術ネットワーク

福田　実・准教授 代議員 日本呼吸器学会

福田　実・准教授 受動喫煙防止法・条例小委員会　委員 一般社団法人　禁煙推進学術ネットワーク

福田　実・准教授 画像診断ガイドライン2021年版 外部委員 日本医学放射線学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
　非常勤講師

　新聞等に掲載された活動

福田　実・准教授 肺癌検診読影委員 長崎市医師会

福田　実・准教授 評議員、教育研修委員会委員 日本肺癌学会

福田　実・准教授 薬物療法部門長 長崎県がん診療連携協議会WG

福田　実・准教授 協議員、広報渉外委員会委員 日本臨床腫瘍学会

研　究　題　目

芦澤和人・教授 労災疾病臨床研究事業費補助金 代表
モニターを用いたじん肺画像診断に関する研
究

福田　実・准教授
長崎大学第三期中期目標・中期
計画における重点研究課題研究
費

分担

芦澤和人・教授
労災疾病研究等医学研究・開
発・普及事業

分担 じん肺の研究・開発、普及

芦澤和人・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
低線量CTによる肺がん検診の実用化を目指し
た無作為化比較試験研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

芦澤和人・教授 令和元年度福岡県第2回肺がん検診講習会 福岡県医師会

個別がん医療のトランスレーショナル・リ
サーチ実践を目指した基盤構築

芦澤和人・教授
長崎大学第三期中期目標・中期
計画における重点研究課題研究
費

分担
個別がん医療のトランスレーショナル・リ
サーチ実践を目指した基盤構築

福田　実・准教授
日本学術振興会　科学科研費
基盤研究C

代表
適正な医療資源活用と医療費抑制のためのが
ん薬物療法効果予測研究

芦澤和人・教授 JCRミッドサマーセミナー2020 日本放射線科専門医会・医会

芦澤和人・教授

JICA PROJECT  Improvement of diagnostic
ability in early phase of
pneumoconiosis and asbestos esposure-
related respiratory disease.    The 9th
Training Course(for Radiology)

特定非営利活動法人総合遠隔医療支援機構

芦澤和人・教授
令和元年度（第169回・170回）長崎県医師
会産業医研修会

長崎県医師会

芦澤和人・教授 第13回じん肺診断技術研修 厚労省

芦澤和人・教授
（一社）長崎県薬剤師会　令和2年医療安全
対策研修会

長崎県

芦澤和人・教授
がん教育指導者研修会並びに健康課題研修
会（県南地区）

長崎県

芦澤和人・教授 令和2年度三職能合同交流会 長崎県

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

芦澤和人・教授
第3回放射線科医の動向に関
するアンケート　画像診断医

JCRニュース　P27-
39

2020年4月15日
放射線科医の動向に関して説
明を行った。
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芦澤和人・教授
胸部X線画像読影トレーニン
グ

週刊　日本医事新
報　No.5019 P7-8.

2020年7月4日
胸部Ｘ線画像読影について説
明を行った。

芦澤和人・教授
胸部X線画像読影トレーニン
グ

週刊　日本医事新
報No.5020 P7-8.

2020年7月11日
胸部Ｘ線画像読影について説
明を行った。

芦澤和人・教授
学術企画委員会委員長就任に
際して

JSCTSメールマガジ
ン　第149号P1

2020年11月18日
学術企画委員会委員長就任に
際して説明を行った。

芦澤和人・教授
長崎県「がん診療連携」の歩
みと現状

朝日新聞 2020年7月31日
がん診療連携の歩みと現状に
ついて説明を行った。

芦澤和人・教授
COVID-19に対する胸部CT検査
の指針

JCRニュース　P14-
16

2020年9月
COVID-19に対する胸部CT検査
の指針について説明を行っ
た。
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